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悪石島の鳥類リスト

新 屋  修 一 *1

SHINYA Shuichi

Bird List of Akusekijima Island

Abstract: The bird species of the Tokara Islands have been clarified in publications as the 2011“Bird Avifauna of the 

Tokara Islands, northern Ryukyu Archipelago”, but no bird list has been compiled for each island. Therefore, based on 

observation records and literature, I have decided to compile a bird list for Akusekijima Island, one of the islands in the 

Tokara Islands. 

はじめに
　屋久島と奄美大島の間に点在するトカラ列島は，九
州と台湾の間にある琉球列島の一部をなし，渡り鳥の
中継基地として知られている。これまでトカラ列島全
体の鳥類については，1993 年の鹿児島県による「ト
カラ列島学術調査報告書　トカラ列島の鳥相」や，
2011 年の森林総合研究所による「トカラ列島の鳥類
相」で明らかにされているが，単独の島についてのま
とまったリストは作成されていない。　
　そこで，これまでの筆者個人の観察記録や既存の
文献等をもとに，列島の一つである悪石島で記録さ
れた鳥についてリストを作成することは意義のあること
と思い，ここに報告する次第である。
１　悪石島の位置，面積，地形，気候，植物
　トカラ列島と呼ばれる島々は，行政区は鹿児島郡十
島村に属している。北から口之島，中之島，諏訪之
瀬島，平島，悪石島，小宝島，宝島の有人 7 島と，
臥蛇島，小臥蛇島，小島，上ノ根島，横当島の無人
5 島で構成されていて，列島の長さは約 160km に及
ぶ。（図 1)　悪石島は，北緯 29 度 27 分，東経 129
度 39 分に位置し，長径約 4km，短径約 2km，面
積 は 7.49 ㎢， 周 囲 は 12.64km である（ 十 島 村，
2016）。
　島は南北にやや長く中央がくびれた楕円形をしてお
り，島の最高峰御岳（みたけ）は 584 ｍの高さがある。
　塚田（1991）によれば，トカラ列島は霧島火山帯
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図 1　トカラ列島および悪石島の位置図
　国土数値情報（行政区分データ）」（国土交通省）
　https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/gml/datalist/　
　KsjTmplt-N03-2025.html を加工して作成
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に属し，悪石島の地質は火山地で占められる。島に
は平地は少なく，海岸から約 3 ㎞の標高 180 ｍの集
落の辺りと，島の北側にある標高 250 ｍ〜 120 ｍの
牧場地となっている大峰と呼ばれる場所に平坦地があ
るくらいである。島の周囲は海岸からいきなり屹立す
る山の急斜面や数 10 ｍ〜 100 ｍ以上の海岸崖となっ
ていて，砂浜や干潟はない。
　気候としては，亜熱帯海洋性気候に属し，年間を
通して温暖・多湿な気候で，平均気温は 20 度を超え
る。また年間を通して比較的降水量が多く，雨が多
い傾向にある（塚田，1991）。
　植物は，リュウキュウチク林が圧倒的に多いが，タブ
ノキ群落，ビロウ群落，モクタチバナ群落，シャリンバ
イ群 落 などが至る所 に点 在している（大 野 照 好，
1991）。集落内や東海岸に至る道路沿いには，スタジ
イやアカメガシワ，カラスザンショウなどの高木がまば
らに生え，ウラジロフジウツギやトカラアジサイ等の低
木，ハチジョウイノコズチやオトギリソウ，ホソバワダン，
ツワブキ等の草本類が多く見られる（森田・丸野，
2003）。なお，2002 年に島の植物を調査した森田・
丸野によれば，悪石島の面積は小さいが，小宝島と
の間にある動物分布境界線の渡瀬線のすぐ北に位置
するため，北方系や南方系の植物が混在し，島の大
きさに比べて植物種は多い。また，リュウキュウチクの
被覆率が高く，植生は比較的単純であると予想してい
たが，東南部の女神山や若内山を中心に南方系の多
様な植物が生育していることが判明したとあり，これ
まで 400 種以上の植物が記録されている。
２　調査年月および調査方法
⑴　野外調査
　島にいた 1973 年 4 月から 1978 年 3 月は年間
を通して，1997 年から 2025 年までの期間は春と
秋を中心に島を訪れ，確認種と数を記録した。また，
亜種や行動等についても適宜記録した。なお，本
研究における 1997 年以降の調査内容の一部は，
すべて日本野鳥の会かごしま県支部の機関誌「るり
かけす」に報告されている。
⑵　文献・聞き取り調査
　悪石島の鳥類に関する過去の文献データをできる
限り収集するとともに，2012 年 7 月の溝口文男（当
時日本野鳥の会鹿児島県支部），2025 年 5 月の加
藤銀次（長崎大学大学院）の観察記録，筆者に寄
せられた詳細な情報，写真，録音も記録に加えた。
なお，今回のリスト作成にあたり，既存文献に掲載
された種のうち，疑義のあるものは除外した。

３　調査結果
⑴　確認された鳥の種数と新たに記録された種名
　今回の調査で確認された種数は 209 種（表 1)
だった。また既存の文献では未記録である，次の
35 種が新たに追加された。

　以上のうち，ツクシガモ，アカオネッタイチョウ，
オオグンカンドリ，カラフトムジセッカ，アムールムシク
イ，クロノビタキの 6 種はトカラ列島での初記録でも
ある。
⑵　繁殖種
　関ら（2011）の「トカラ列島の鳥類相」によれば，
悪石島で繁殖している種，繁殖している可能性のあ
る種は以下の 20 種である。

ホトトギス カラスバト ズアカアオバト
オオミズナギドリ ゴイサギ  ミサゴ
アオバズク リュウキュウコノハズク アカショウビン
サンコウチョウ ヤマガラ ヒヨドリ
ウグイス イイジマムシクイ セッカ
 メジロ アカコッコ アカヒゲ
キビタキ イソヒヨドリ
⑶　越冬種
　1975 年 11 月から 1978 年 2 月の冬期における筆
者の観察から，以下の 20 種を記録した。

キジバト ヤマシギ　 トビ　　　　　　
サシバ　　　　 ノスリ モズ　　　　　
キクイタダキ　  ムクドリ　　 トラツグミ
シロハラ ツグミ ハチジョウツグミ
ジョウビタキ キセキレイ ハクセキレイ　
ビンズイ タヒバリ カワラヒワ
カシラダカ ミヤマホオジロ　

ヒシクイ ツクシガモ オシドリ
ヒドリガモ オナガガモ セグロカッコウ
ベニバト オオバン カイツブリ
ダイゼン オグロシギ エリマキシギ
ウズラシギ オジロトウネン チュウジシギ
キアシシギ アオアシシギ ユリカモメ
ウミネコ ハジロクロハラアジサシ アカオネッタイチョウ
オオグンカンドリ オオタカ コウライウグイス
チゴモズ ヒメコウテンシ カラフトムジセッカ
アムールムシクイ バライロムクドリ ホシムクドリ
クロツグミ オジロビタキ クロノビタキ
スズメ アカマシコ
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４　考察　
⑴　繁殖種
　筆者の観察した 1977 年の 5 月から 6 月下旬の
繁殖期の期間の記録や島民から得られた情報，こ
こ 15 年間の観察から，通年観察されているアマツ
バメとハシブトガラスも繁殖している可能性が高いと
思われた。さらに， 2012 年 7 月に観察・撮影され
たハヤブサ，2018 年 7 月に複数の記録のあるアマ
サギ，チュウサギ，コサギ，同じく2018 年 7 月に記
録されたリュウキュウキビタキも繁殖の可能性を思わ
せる。
　なお，アカコッコとイイジマムシクイについては，
1977 年の 5 月，6 月に複数回声を録音しているの
で，すでにこの年には繁殖していた可能性が高い。
　有川和則によれば，アカヒゲは悪石島において
は，廃屋の蛍光灯や電灯の傘の上で巣を作り，外
敵から襲われないようにしていることもあるらしい。
⑵　越冬種
　チョウゲンボウとアオジは 1976 年，1977 年冬期
複数回観察され，越冬の可能性を示唆している。ト
ビは平島では繁殖種として挙げられているが，キジ
バト，モズ，トラツグミ，ハチジョウツグミ，カワラヒ
ワの 5 種はトカラ列島での越冬種としては挙がって
いない（関ら，2011）。このうちトビは，中之島で
は通 年 記 録 があり（関ら，2011）， 悪 石 島では
1976 年〜 1977 年の冬期に 1 羽が越冬した。植田
ら（2023）によれば，トカラ列島においてキジバト，
モズ，カワラヒワは越冬種としての記載があり，悪
石島ではキジバトやカワラヒワは少数が，またモズ
は 2 羽が越冬した。また，トラツグミは，屋久島と
トカラ列島では記録はないが，奄美大島では記録
があるので（植田ら，2023），悪石島で越冬してい
た可能性はある。さらに，ハチジョウツグミは 1977
年〜 1978 年の冬期に少数が越冬したが，屋久島，
トカラ列島，奄美大島のいずれにも越冬記録がない
ので（植田ら ,2023），この年だけ越冬したのか詳
細は不明である。なお，この越冬に関する記録は
50 年近く前の短期間の観察結果である。現在の状
況は不明であり，是非とも新しい越冬記録が必要で
ある。
　越冬種として挙げたカワラヒワは，悪石島では
1975 年 〜 1978 年 にはしばしば 観 察され た が，
1997 年 以 降 2025 年 5 月 まで の 間 で， 筆 者 は
2014 年 10 月に 1 回観察しただけで観察されなく
なった。なぜ渡りのルートを変えたのか解明が待た
れる。

　サシバは越冬種ではあるが，春と秋の渡りの時期
に単独個体や，北上あるいは南下する群れをたび
たび観察撮影している。有川和則や坂元勇によれ
ば，秋には南下する大きな群れを複数回観察して
いるとのことで，2022 年 10 月 2 日には，約 400
羽の群れの画像が坂元勇から送られてきた。筆者
が島に滞在していた 1975 年から1977 年の秋には，
毎年約 3000 羽を観察している。
⑶　通過種
　悪石島で繁殖したり越冬したりする 49 種を除け
ば，通過種は 160 種になる。このうち，1 回しか記
録のない 56 種，2 〜 4 回の記録の 51 種，5 回以
上の記録のある 53 種に分類して考察した。
　１回しか記録のないオオグンカンドリ，シロフクロ
ウ，バライロムクドリ，ミヤマヒタキ，クロノビタキ，
キガシラシトドは，本来の生息地や渡りの経路から
外れて迷行して来たことが示唆される。このうち，
関ら（2011）によれば，ミヤマヒタキは平島では複
数回記録され，バライロムクドリは諏訪之瀬島での
記録があるが，オオグンカンドリ，シロフクロウ，クロ
ノビタキ，キガシラシトドは他の島での観察例はな
い。　
　また冬期に観察される種である，ヒシクイ，マガン，
ツクシガモ，オカヨシガモ，ヒドリガモ，マガモ，オ
ナガガモ，タゲリ，チュウヒ，イスカ，マミジロタヒバ
リ，オオマシコ，クロジについては，悪石島での
1978 年以降の冬期観察記録がないために，このよ
うな結果になっていると思われる。
　ダイシャクシギ，オグロシギ，エリマキシギ，ウズ
ラシギ，オジロトウネン，ヒバリシギ，キアシシギ，ア
カアシシギ，アオアシシギなどのシギ類は，悪石島
に干潟や砂浜，池や川・水田がないために寄留す
る機会がほとんどなく，1 回の記録になっていると
考えられる。なお 1977 年に声を録音して不明のま
まだったコウライウグイスについては，加藤銀次に
よって明らかになった。
　記録が 2 〜 4 回のオシドリ，カルガモ，コガモは，
上述したように 1977 年以降の冬期の観察がなされ
ていないためであろう。
　ヨタカ，カッコウ，ベニバト，ハチクマ，オオタカ，
チゴモズ，スズメ，イワミセキレイ，シマアオジ，シ
マノジコ等は，不定期的に春や秋に立ち寄っている
と思われる。近年数が激減しているシマアオジは，
1977 年 5 月に群れを約 1 週間にわたって初めて観
察したが，筆者の観察以前にも野鳥の会会員によっ
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て確認されている。2001 年と 2025 年にも 5 月に
観察しているように，島には 5 月に立ち寄っている。
また，2001 年にはホオジロ科のシロハラホオジロ，
コホオアカ，キマユホオジロ，アオジ，2025 年には
同じくホオジロ科のシマノジコ，ノジコと行動を共に
していた。
　ダイゼン，シロチドリ，オオメダイチドリ，メダイチ
ドリ，チュウジシギは，既述のように，これらの種の
立ち寄る環境がないためと考えられる。
　ヤブサメや，ムシクイ科のキマユムシクイ，センダ
イムシクイ，アムールムシクイ，メボソムシクイについ
ては，情報不足で記録が少ないと思われた。
　5 回以上記録した種のうち，ムナグロ，イソシギ，
タカブシギ，ミゾゴイ，アカガシラサギ，アオサギ，
ダイサギ，ヤツガシラ，サンショウクイ，アカモズ，ツ
バメ，コシアカツバメ，コムクドリ，アカハラ，エゾビ
タキ，コサメビタキ，キビタキ，ノビタキ，ツメナガ
セキレイ，キセキレイ，ムネアカタヒバリ，アトリ，コ
ホオアカ，シベリアアオジについては 10 回以上の記
録があり，ほぼ毎年定期的に通過している。このこ
とから，これらの種にとっては重要な中継地となっ
ていると言える。その中でも，ツバメは毎回必ず記
録されており，渡りコースとして必須ルートになって
いると推測される。
　また，キセキレイはツバメに次いで記録が多いが，
6 月〜 7 月に記録がないことから，繁殖の可能性
を示唆していない。
　鹿児島以北では比較的珍しいとされるオウチュウ，
ギンムクドリ，カラムクドリ，シロハラホオジロは 10
回近くの記録があり，これらの種も悪石島が大切な
渡りルートの途上にあると考えられる。
　南方から北上する鳥たちは，台湾や琉球諸島，ト
カラ列島を含む薩南諸島を経て九州本土に渡ると
予想されるが，川路則友らは，1987 年の「トカラ
列島平島における春期の鳥相」において，中国大
陸南東部沿岸から直接平島に飛来する可能性を指
摘している。コルリ，ミヤマヒタキ，アカマシコ，コ
ウライウグイスは平島で観察されたにもかかわらず，
沖縄では全く記録がないとしているが，平島に隣接
する悪石島でもこれらの種を記録している。また，
川路ら（1987）は，沖縄県で迷鳥とされほとんど
記録がないにもかかわらず平島で比較的多くの観
察例があるものとして，センダイムシクイ，キクイタダ
キ，オオルリを挙げているが，平島同様に悪石島で
もこれらの種を観察している。このうちキクイタダキ
は冬期に 2 回，オオルリは春期に 7 回，秋期に 2

回記録している。
　さらに，大陸系の亜種アカハラツバメ，ホオジロ
ハクセキレイ，タイワンハクセキレイ，ハチジョウツグミ，
シベリアアオジが記録に多く含まれることも中国大陸
との関連性を示唆する点で注目されると川路ら

（1987）は指摘しているが，悪石島でもこれらの亜
種アカハラツバメ，亜種ホオジロハクセキレイ，亜種
タイワンハクセキレイ，ハチジョウツグミ，シベリアア
オジを複数回記録している。
　以上のことから，川路ら（1987）は，平島を春
期に通過する渡り鳥のなかには，南西諸島を北上
するルートの中継地として利用するものだけでなく，
中国大陸南東部沿岸から直接渡来する種も含まれ
ることが強く示唆されたと述べているが，渡り鳥の
中には例えばオオルリ，コルリ，シベリアアオジのよ
うに，琉球列島を経ずに中国大陸から直接悪石島
に渡って来る種も含まれていることが予想され大陸
との結びつきが示唆される。このことは，奄美大島
ではコルリは記録がなく，オオルリは迷鳥とされ，
シベリアアオジは稀に見られる（奄美野鳥の会，
1977）ことからも裏付けられていると言えよう。
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　表中の記載方法，記載例について
　⑴　◎は写真や録音の記録を表し，〇は目視や声による記録を表す。
　⑵　観察種の欄の①〜⑧は以下の年月を表す。
　　① 1973 年 4 月〜 1978 年 3 月　　 ② 1997 年，1998 年，2001 年，2004 年の 5 月
　　③ 2010 年〜 2019 年の 3 月，4 月 ④ 2012 年 7 月（溝口文男）　　　⑤ 2018 年 7 月
　　⑥ 2010 年〜 2022 年の 9 月，10 月 ⑦ 2023 年〜 2025 年の 4 月，5 月
　⑶　引用文献の表記は下記のように備考欄に記した。

Kk87：鹿児島県の野鳥 (1987 鹿児島県保健環境部環境管理課 )
Ky75： 鹿児島の野鳥 (1975 鹿児島県環境局環境保全課 )
MN11： 南日本新聞 (2011)　
MN16： 南日本新聞 (2016)　
S a 9 1 ： トカラ列島の鳥相 (1991 迫 )
S e 1 1 ： トカラ列島の鳥類相 (2011 関ら )
Ty99： 鹿児島県産鳥類リスト(1999 所崎・山元 )
Ye75： 悪石島の野鳥 (1975 横山 )
YK78： 野鳥 (1978 日本野鳥の会 )  

　⑷　年月を意味する 4 桁の数字と併せて備考欄に表した。例えば 97.04 は 1997 年 4 月を表す。なお記録が
　　不明な年や月については，「年不明」，「月不明」と記した。
　⑸　引用文献からの過去の記録についてはすべてを記載せず，観察記録の少ない種について記した。
　⑹　悪石島での観察者は，アルファベットの大文字で下記のように備考欄に記した。
　　AK：有川和則　 KG：加藤銀次　 　SI：坂元勇　　TS：種村三郎（当時悪石島小中学校校長）
　　TT：寺原隆　　 WT：渡山敏信
　⑺　その他，特に顕著な観察記録なども備考欄に記している。

表 1　悪石島で記録された鳥類　

種番号 種 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 備考欄（引⽤⽂献，観察者など）
1 ヒシクイ (観察)AK07.01 写真
2 マガン ○
3 ツクシガモ (観察)AK24.03 写真 
4 オシドリ ◎ (観察)AK25.04写真
5 オカヨシガモ ○ 77.10雌1個体 保護 
6 ヒドリガモ ◎
7 カルガモ 〇 〇 ◎
8 マガモ 〇
9 オナガガモ ◎

10 コガモ 〇 ◎ (引⽤)Ｓa91 88.03
11 ヨタカ 〇 〇 (観察)AK23.05 写真
12 ハリオアマツバメ 〇 (引⽤)Kk87 66 ⽉不明
13 アマツバメ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇
14 ヒメアマツバメ (引⽤)Se11 96.03と04.05
15 ジュウイチ 〇
16 ホトトギス 〇 ◎ 〇 ◎ 〇
17 セグロカッコウ (観察)AK22.06録⾳
18 ツツドリ 〇 〇 (引⽤)Kk87 66 ⽉不明(引⽤)Se11 96.04
19 カッコウ 〇
20 カラスバト ◎ 〇 ◎ 〇 ○ 〇 ◎
21 キジバト 〇 ◎ ◎ ◎
22 ベニバト ◎ ◎ (観察)AK21.09 写真
23 アオバト (引⽤)Se11 96.03

表 1　悪石島で記録された鳥類　
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種番号 種 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 備考欄（引⽤⽂献，観察者など）
24 アカアオバトز 〇 〇 ◎ 〇 ○ 〇
25 クイナ 〇
26 バン 〇 ◎ ◎ ◎ (引⽤)Kk87 75.10(引⽤)Se11 04.05虺됁
27 オオバン ◎
28 ツルクイナ 〇 77.11塔体㍆⹚ 
29 シロハラクイナ 〇 ◎ 〇 (引⽤)Se11 96.04
30 カイツَリ ◎ ◎
31 セイタカシギ ◎ 〇 ◎ (観察)AK25.05 写真
32 タتリ 〇 (引⽤)Kk87 75.10
33 リة (引⽤)Ｓa91 88.03
34 ٘ナグロ ○ 〇 ◎ ◎ ◎
35 ンشイظ ◎
36 コチドリ 〇 ◎ (引⽤)Kk87 75.04
37 シロチドリ ○ ◎ ◎ (引⽤)Kk87 66.03
38 オオメظイチドリ ◎ (引⽤)Sa91 88.03
39 メظイチドリ ◎ ◎ (引⽤)Sa91 88.03
40 チュウシٛクシギ 〇 ◎ ◎ (引⽤)Se11 96.03と96.09
41 イシٛクシギظ (観察)5S74.03 
42 オグロシギ ◎
43 リマキシギؠ ◎
44 ウزラシギ ◎
45 オジロトウمン ◎
46 ヒバリシギ ◎ (引⽤)Se11 䇯不明09
47 トウمン 〇 (引⽤)Se11 75.04
48 ٜマシギ 〇 ◎ ○
49 チュウジシギ ◎
50 タシギ 〇 〇 〇
51 リハシシギص 〇
52 イصシギ 〇 ◎ ◎
53 クحシギ 〇 〇 ◎ 〇 (引⽤)Se11 04.05
54 キアシシギ ◎
55 アカアシシギ ◎ (引⽤)Kk87 75.04
56 タカَシギ 〇 〇 ◎ 〇 (引⽤)Kk87 75.04(引⽤)Se11 07.07
57 アオアシシギ ◎
58 ツバメチドリ 〇 ◎ ◎
59 ٞリカモメ (観察)AK22.10 写真 
60 ウٗمコ (観察)AK24.01 写真 
61 ハシَトアジحシ (引⽤)Se11 04.09 
62 セグロアジحシ (引⽤)Se11 10.06
63 ハジロクロハラアジحシ ◎
64 アカオمッタイチٟウ (観察)AK15.07(観察)S* 19.04保護ٳ写真
65 オオٗزナギドリ 〇 〇 ◎ 〇 ○ 〇 ◎
66 アナドリ (引⽤)Se11 09.08
67 オオグンカンドリ (観察)AK04.07
68 カツオドリ 〇 ◎ 〇 〇 〇
69 ウٗウ 〇 (引⽤)Se11 䇯不明12
70 ヨシجイ (引⽤)Se11 98.05֗98.06
71 リュウキュウヨシجイ 〇 (引⽤)Kk87 75.11虺됁
72 イجضٗ 〇 〇 ◎ ◎ (引⽤)Kk87 75.05֗75.06(観察)AK23.05写真
73 ギحイج 〇 〇 ◎ ◎ ◎ ◎

表 1　悪石島で記録された鳥類　
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種番号 種 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 備考欄（引⽤⽂献，観察者など）
74 イجحح 〇 ◎ ◎ ◎
75 アカガシラحギ 〇 〇 ◎ ◎ ◎
76 アマحギ 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎
77 アオحギ 〇 〇 ◎ ◎ 〇
78 ギحイظ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎
79 チュウحギ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ◎ ◎
80 コحギ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 ◎
81 クロحギ 〇 〇 〇 (引⽤)Kk87 63.03   
82 جحٗ 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇   
83 ハチクマ 〇 〇 (引⽤)Se11 04.09
84 アカハラظカ ◎ ◎ 〇 (引⽤)Se11 03.0510.09 1000糛♬┳観察
85 ツٗ 〇 〇 〇 〇 (引⽤)Se11 03.05と04.09   
86 ハイタカ 〇 ◎ (観察)AK21.10 虺됁写真
87 オオタカ 〇 (観察)AK23.01 写真 
88 チュウヒ 〇
89 トً 〇 ◎ (引⽤)Kk87 66.03(引⽤)Se11 05.06
90 シバح 〇 〇 ◎ ◎ ◎
91 スリن 〇 〇
92 アオバزク 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎
93 コنハزク (引⽤)Kk87 66 ⽉不明
94 リュウキュウコنハزク ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ (引⽤)Se11 98.05  
95 オオコنハزク (引⽤)Se11 04.09
96 シロٍクロウ 〇 (引⽤)e75 75.10  
97 ٜツガシラ ◎ ◎ ◎ (観察)24.08写真(観察)AK25.03写真 
98 َッٕウصウ 〇 ◎ ◎
99 アカシٟウًン 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 (引⽤)Se11 02.08 

100 カ٧セٗ 〇 ◎ ◎ (引⽤)Se11 04.09
101 チٟウتンٔウ 〇 ◎ ◎ (引⽤)Kk87 75.10
102 コチٟウتンٔウ (引⽤)Sa91 88.03
103 チجハَٜح 〇 〇 (引⽤)Se11 04.09
104 ハَٜح 〇 ◎ ◎ ◎ (引⽤)Kk87 75.10(引⽤)Se11 04.09 
105 ٜイロチٟウ (引⽤)Z75 ⽉不明(引⽤)Kk87 66 ⽉不明
106 ンシٟウクイح 〇 ◎ 〇 ◎
107 リュウキュウحンシٟウクイ 〇 〇 〇
108 コウライウグイス ◎ 77.05 㚍録⾳
109 オウチュウ 〇 ◎ (引⽤)Se11 10.05
110 ンコウチٟウح ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ (観察)8523.08写真  
111 チجモز 〇 ◎
112 アカモز 〇 ◎ ◎ ◎

◺種シマアカモز ◎ 〇 ◎
◺種カラアカモز ◎ ◎ 代僲됁ꯡ汢録֋䶿銃班8摑֌ׅש؃ꠉ㛎
◺種不明アカモز ◎

113 モز 〇 ◎ ◎ (引⽤)Kk87 66.03
114 ハシَトガラス 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎
115 キ٤ンジٛク (引⽤)Kk87 65⽉不明
116 ヒ٤ンジٛク ◎ 〇
117 ٜマガラ ◎ 〇 〇 (引⽤)Se11 04.05ㄷ䄘╥漪鎥17.04㚍録⾳
118 ヒバリ 〇 (引⽤)Sa91 88.03
119 ヒメコウؾンシ ◎
120 ヒヨドリ ◎ 〇 ◎ ○ 〇 ◎ ◎

表 1　悪石島で記録された鳥類　
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種番号 種 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 備考欄（引⽤⽂献，観察者など）
121 シٟウドウツバメ 〇 ◎ (引⽤)Se11䇯不明 05と䇯不明09
122 リュウキュウツバメ 〇 (引⽤)Se11 96.08
123 ツバメ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ◎ ◎

◺種アカハラツバメ ◎ ◎
124 イ٧ツバメ 〇 〇 (引⽤)Kk87 66.03と66.05�(引⽤)Se11 04.05
125 コシアカツバメ 〇 ◎ ◎ ◎
126 ウグイス ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎
127 メحَٜ ◎ (引⽤)Se11 96.04
128 キマٞ٘シクイ ◎ (引⽤)Se11 96.09と04.05� 25.05㚍録⾳
129 カラٍト٘ジセッカ ◎ 25.05㚍録⾳ 
130 センظイ٘シクイ 〇
131 イイジマ٘シクイ ◎ 〇 ◎ ◎ 77.06㚍録⾳ ♬䐑㛓下録⾳
132 シクイ٘ضؠ 〇
133 ア٘ٴル٘シクイ 〇 (観察)K(25.05
134 メٔ٘صシクイ (引⽤)Se11䇯不明 05と06
135 オオヨシキリ ◎ 〇 〇
136 セッカ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎
137 メジロ 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇
138 キクイタظキ 〇 (引⽤)Kk87 75.11�(引⽤)Se11 96⽉不明
139 イخحصٗ (引⽤)Se11 96 03と11
140 ギン٘クドリ 〇 ◎ ◎
141 ٘クドリ 〇 〇 ◎ ◎ ◎
142 コ٘クドリ 〇 〇 ◎ ◎ ◎
143 カラ٘クドリ ◎ ◎ ◎
144 バライロ٘クドリ ◎
145 ホシ٘クドリ ◎ ◎ ◎
146 トラツグٗ 〇 ◎ 〇 (引⽤)Kk87 75 04と11(観察)AK21.09写真
147 マٗジロ 〇 (引⽤)Z75 66.03
148 クロウタドリ ◎ (観察)AK10.04と24.03写真
149 クロツグٗ ◎ (引⽤)Kk87 66 ⽉不明� 19.04 雌虺됁
150 カラアカハラ ◎ 〇
151 マٗチٛジナイ ◎ (引⽤)Se11 96.11と04.05
152 シロハラ 〇 〇 ◎ 〇 〇
153 アカハラ 〇 〇 ◎ 〇 (引⽤)Kk87 63.03と75.04�(引⽤)Se11 04.05  
154 アカコッコ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 77.06㚍録⾳ ♬䐑㛓下㚍録⾳
155 ツグٗ 〇 ◎ 〇 (引⽤)Kk87 75 04と10
156 ハチジٟウツグٗ 〇 〇 (引⽤)Kk87 75.04
157 タキًضؠ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ (引⽤)Kk87 75.10
158 メًタキح 〇 ◎ ◎ ◎
159 ٜٗマヒタキ 〇 10.04 14代と15代観察
160 コحメًタキ 〇 〇 ◎ ◎ ◎
161 オオルリ 〇 ◎ 〇 〇 (引⽤)Kk87 75.04�(引⽤)Se11 04.09
162 マجن 〇 ◎
163 コルリ ◎ 〇 11.05虺됁写真
164 コマドリ 〇 (引⽤)Se11 96.11
165 アカヒت ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎
166 キًタキ 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 (引⽤)Kk87 75.04
167 リュウキュウキًタキ ◎ (引⽤)Se11 03.05� 18.07㚍録⾳
168 ٘ギマキ 〇 (引⽤)Se11 04.05
169 オジロًタキ ◎ 〇 12.04 㚍録⾳
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種番号 種 名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 備考欄（引⽤⽂献，観察者など）
170 ルリًタキ 〇 ◎ 〇 (引⽤)Kk87 75.04
171 ジٟウًタキ 〇 ◎ ◎ 〇
172 イصヒヨドリ 〇 〇 ◎ 〇 ○ ◎ ◎
173 クロًنタキ ◎ (引⽤)16    
174 タキًن 〇 〇 ◎ ◎ ◎ (引⽤)Kk87 75.04
175 スزメ ◎
176 イ٧ٗセキ٤イ ◎ ◎
177 ツメナガセキ٤イ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

キタツメナガセキ٤イ 〇 ◎
マٗジロツメナガセキ٤イ 〇 ◎ ◎
シベリアツメナガセキ٤イ 〇 ◎ ◎ 代僲됁ꯡ汢録֋䶿銃班8摑֌ׅש؃ꠉ㛎
◺種不明ツメナガセキ٤イ ◎

178 キガシラセキ٤イ ◎
179 キセキ٤イ 〇 〇 ◎ ◎ ◎
180 ハクセキ٤イ 〇 〇 ◎ ◎ ◎

タイ٧ンハクセキ٤イ 〇 ◎ ◎
ホオジロハクセキ٤イ 〇 ◎ ◎
シベリアハクセキ٤イ ◎ 代僲됁ꯡ汢録֋䶿銃班8摑֌ׅש؃ꠉ㛎

181 マٗジロタヒバリ (引⽤)Se11 04.05
182 ًンزイ 〇 〇 ◎ ○ ◎
183 アカタヒバリم٘ ◎ ◎ ◎
184 タヒバリ 〇 〇 ◎ 〇 (引⽤)Kk87 66.03と75.04
185 アトリ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ (引⽤)Kk87 75 04と11
186 シメ 〇 (引⽤)Se11 66 ⽉不明�(引⽤)Kk87 75 04と10
187 コイカル 〇 ◎
188 イカル 〇 〇
189 アカマシコ ◎
190 オオマシコ (引⽤)Z99 92.03 (観察)55写真191 カ٧ラヒ٧ 〇 〇 (引⽤)Kk87 66.03�(引⽤)Se11 02.08   

◺種オオカ٧ラヒ٧ (引⽤):e75 75 04と10192 ベニヒ٧ 〇 ◎
193 イスカ (引⽤)Kk87 75.11
194 マヒ٧ 〇 〇 ◎ (引⽤)Kk87 75.11� (観察)23.10写真
195 ホオジロ 〇 (引⽤)Se11䇯不明12
196 シロハラホオジロ 〇 ◎ 〇
197 ホオアカ 〇 〇 〇
198 コホオアカ 〇 ◎ ◎ ◎ (引⽤)Se11 96.05
199 キマٞホオジロ 〇 〇 ◎ ◎ (引⽤)Se11 04.05   
200 カシラظカ 〇 ◎ 〇 ○ (引⽤)Kk87 75.10
201 ٜٗマホオジロ 〇 ◎ ○ (引⽤)Kk87 75.04
202 シマアオジ ◎ 〇 ◎ (引⽤):K78
203 シマنジコ ◎ ◎ (引⽤)Se11 04.05   
204 ジコن 〇 ◎ ◎ (引⽤)Se11 96 ⽉不明
205 シベリアアオジ ◎ ◎ ◎
206 アオジ 〇 〇 ◎ 〇 〇 (引⽤)Kk87 75.04
207 クロジ 〇
208 シベリアジュリン 〇
209 キガシラシトド ◎ (引⽤)11   

表 1　悪石島で記録された鳥類　



－ 52 －

オシドリ 2015.10.15
　秋に時々，渡りの途中に立ち寄る。

カラスバト 2012.05.16 
　少数が繁殖している。牛のような声で鳴く。

ベニバト   2017.04.13
   春に学校のグラウンドなどにやって来る。

ムナグロ                   2017.05.13
    主に春 4 月，５月島の西側の牧場に訪れる。

エリマキシギ                   2013.10.31
　1 回だけの観察。雄と雌のペアで来ていた。

ミゾゴイ                        2017.04.13
　絶滅危惧Ⅱ類の鳥だがほぼ毎年やって来る。

アカガシラサギ　 2024.05.11
   春に定期的に訪れるが，ときには秋にも来る。

アカハラダカ               　 2015.10.15
　秋の渡り時期に来るが，大群で来ることもある。

Plate １　悪石島で記録された鳥類



－ 53 －

サシバ 2015.04.16
　春や秋に毎年来る。越冬する個体もいる。

ヤツガシラ  2015.03.21
　春告げ鳥で，ほぼ毎年渡って来る。

ブッポウソウ 2012.05.10
　不定期に５月頃に渡って来る。

チゴモズ                  　 2024.05.14
　絶滅危惧 A 類の鳥で近年数が激減している。

カラムクドリ 2015.04.17
　春に牧場などで単独でいる姿を観察できる。

バライロムクドリ  2014.10.15
　日本には稀な迷鳥としてやって来る。

クロウタドリ   2012.04.19
　グラウンドなどに，春にたまにやって来る。

クロツグミ  2016.04.15
　４月のころ不定期に渡って来る。

Plate ２　悪石島で記録された鳥類
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アカコッコ 2018.07.15
　日本の固有種で照葉樹林や竹林で繁殖する。

オオルリ   2014.04.16
　主に春に見られるが，秋に見ることもある。

アカヒゲ  2016.04.16
　繁殖する代表的な鳥で，鳴き声が素晴らしい。

キビタキ 2019.04.11
　４月に来るが，年によって数にばらつきがある。

クロノビタキ  2016.04.14
 九州初記録となった迷鳥である。

イワミセキレイ 2014.04.22
　以前は秋に観察していたが見る機会が減った。

キガシラセキレイ  2017.04.12
 　グラウンドで見つけ，3 回目の観察となった。

ムネアカタヒバリ  2012.04.17
　牧場やグラウンドでエサを探すことが多い。

Plate ３　悪石島で記録された鳥類
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アカマシコ  2014.10.17
　数少ない旅鳥として記録されている。

ベニヒワ 2015.04.18
　学校の中庭で 38 年ぶりに観察・撮影した。

シロハラホオジロ 2012.04.18
　4 月，5 月に地上や低木で見ることが多い。

コホオアカ  2019.04.11
　ほぼ毎年，春や秋に観察できる。

ミヤマホオジロ 2017.04.12
　冬鳥として渡って来て，4 月には渡去する。

シマアオジ 2025.05.07
　２４年ぶりに学校のグラウンドで観察した。

シマノジコ  2024.05.13
　いずれも 5 月に観察している。

キガシラシトド  2011.05.12
　北米で生活する鳥が迷い込んだ。

Plate ４　悪石島で記録された鳥類


